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Innovation Interview

学術院 医学群 教授 （生理学）

高橋  琢哉

図A

ココロの病を
科学的に分析し、
新たな診断・治療法を
確立したい

必
要
な
の
は
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
客
観
的
な
指
標

P
T
S
D

―
。「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
」
と
訳
さ
れ
る
こ
の
症
状
は
現
代
人
の
コ
コ
ロ

の
病
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
人
は
対
人
関

係
な
ど
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

記
憶
「
ト
ラ
ウ
マ
」
が
形
成
さ
れ
、
対
人
恐
怖
症

や
P
T
S
D
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
現
在
、
精
神
神
経
疾
患
の
診
断
は
非
常
に
曖
昧

な
ま
ま
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
P
T
S
D
、う
つ
病
、

統
合
失
調
症
な
ど
の
区
別
は
、
精
神
科
医
の
主
観

的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ

れ
で
は
本
当
の
治
療
法
は
見
つ
か
ら
な
い
、
と
い

う
の
が
私
の
見
解
で
す
。
必
要
な
の
は
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
た
客
観
的
な
指
標
で
す
」

高
橋
琢
哉
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
ト
ラ
ウ

マ
記
憶
形
成
の
分
子
細
胞
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」。

つ
ま
り
、
精
神
神
経
疾
患
に
分
子
細
胞
生
物
学
の

手
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
取
り
組
み
だ
。

記
憶
の
形
成
に
は
精
神
神
経
細
胞
の
情

報
伝
達
を
担
う
構
造
体
シ
ナ
プ
ス
が
深
く

関
与
し
て
い
る
。
図
A
の
よ
う
に
シ
ナ
プ

ス
か
ら
シ
ナ
プ
ス
へ
情
報
伝
達
物
質
が
受
け
渡

さ
れ
る
こ
と
で
記
憶
は
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、

情
報
伝
達
物
質
の
受
け
皿
と
な
る
の
が
A
M
P
A

受
容
体
。
高
橋
教
授
が
目
を
付
け
た
の
が
こ
れ
だ
。

「
我
々
の
脳
は
外
界
か
ら
の
刺
激
に
応
答
し
、
新

た
な
記
憶
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
脳
が
変
化
し

て
い
く
機
能
を
脳
の
可か

そ塑
性
と
呼
び
ま
す
。
脳

領
域
の
中
で
記
憶
の
中
枢
と
さ
れ
る
の
が
海
馬
で

す
。
海
馬
領
域
に
お
い
て
、
可
塑
的
変
化
が
起
こ

る
と
き
、
A
M
P
A
受
容
体
が
シ
ナ
プ
ス
に
移
動

し
、
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
動
物
実
験

で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
記
憶
形
成
に

は
A
M
P
A
受
容
体
の
シ
ナ
プ
ス
移
行
が
深
く

関
与
し
て
い
る
の
で
す
」

脳
の
可
塑
性
が
増
せ
ば

ト
ラ
ウ
マ
克
服
に
つ
な
が
る

実
験
は
ラ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。
箱
の
中

の
暗
い
場
所
に
入
っ
た
と
き
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
と
正
常
な
ラ
ッ
ト
は
そ
の
場
所
に
近
づ
か

な
く
な
る
（
図
B
）。
ト
ラ
ウ
マ
が
形
成
さ
れ
る

か
ら
だ
。
し
か
し
、
A
M
P
A
受
容
体
の
活
動
を

阻
害
し
た
ラ
ッ
ト
は
何
度
も
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
場
所
に
近
づ
い
た
。
A
M
P
A
受
容
体
の
シ

ナ
プ
ス
移
行
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
、
記
憶
は

形
成
さ
れ
な
い
の
だ
。
高
橋
教
授
は
A
M
P
A

受
容
体
の
シ
ナ
プ
ス
移
行
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

れ
ば
、
精
神
神
経
疾
患
の
新
薬
開
発
の
糸
口
に
な

る
と
期
待
し
て
い
る
。

「
誰
に
で
も
軽
度
の
ト
ラ
ウ
マ
は
あ
り
ま
す
。
通

常
は
新
た
な
体
験
に
よ
っ
て
脳
を
可
塑
化
し
、
ト

ラ
ウ
マ
を
克
服
し
て
い
き
ま
す
。
私
は
、
う
つ
病

や
P
T
S
D
の
症
状
は
脳
の
可
塑
化
が
フ
リ
ー
ズ

し
、
い
つ
ま
で
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
考
え
て
し
ま
う

状
態
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
A
M
P
A

受
容
体
の
シ
ナ
プ
ス
移
行
さ
え
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
れ
ば
、
脳
の
可
塑
性
が
増
し
、
ト
ラ
ウ
マ
克
服

に
つ
な
が
る
の
で
す
」

高
橋
教
授
は
、
こ
の
研
究
成
果
を
精
神
神
経
疾

患
の
診
断
や
治
療
だ
け
で
な
く
、
運
動
機
能
回
復

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
役
立
て
た
い

と
考
え
て
い
る
。
先
端
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の

高
度
な
設
備
が
あ
れ
ば
、
10
年
以
内
に
実
用
化
へ

の
目
処
が
立
て
ら
れ
る
は
ず
、
と
自
信
を
見
せ
る
。

海
外
の
学
会
で
の
注
目
度
も
高
い
。

「
精
神
神
経
疾
患
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
ひ
と
り

で
も
多
く
救
い
た
い
。
成
果
を
地
域
や
社
会
に
還

元
で
き
た
と
き
、
私
の
研
究
に
魂
が
吹
き
込
ま
れ

る
の
で
す
」

AMPA受容体

明るい部屋

電気ショック

暗い部屋

記憶形成

シナプス小胞

恐怖記憶の形成には
AMPA受容体のシナプス移行が必要

シナプス前神経

情報伝達物質
（グルタミン酸）

シナプス後神経

シナプス移行

図B ラットを使った恐怖条件付けの実験例



Innovation Interview

横浜市立大学副学長  学術院 医学群 教授 （薬理学）

五嶋  良郎

かゆみの悪循環とセマフォリン3A

生体内活性分子
セマフォリンが
アトピーや
がん治療を変える!

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を
癒
す

革
命
的
な
新
薬
開
発
に
期
待

慢
性
的
な
か
ゆ
み
が
続
く
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
。

現
在
、
日
本
人
の
約
10
%
が
患
者
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
既
存
薬
が
効
か
な
い
患
者
も
多
く
、
根

本
的
な
治
療
法
も
未
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ

の
現
状
に
光
を
注
い
だ
の
が
、
五
嶋
良
郎
教
授
と

横
浜
市
立
大
学
皮
膚
科
学
教
室
（
池
澤
・
相
原
教

授
）
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
だ
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
セ

マ
フ
ォ
リ
ン
と
い
う
生
体
内
活
性
分
子
。

「
セ
マ
フ
ォ
リ
ン
は
蛋
白
質
の
一
種
で
、
体
の
中

に
あ
り
ま
す
。
神
経
回
路
の
形
成
、
血
管
形
成
、

骨
形
成
な
ど
に
広
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
私
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、
こ
の

セ
マ
フ
ォ
リ
ン
の
一
種
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
等

の
か
ゆ
み
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
か
ゆ
み
は
皮
膚
下
の
神
経
線
維
が
刺
激
に
反

応
す
る
こ
と
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
患
部
を
か
く
と

皮
膚
下
の
細
胞
か
ら
神
経
の
成
長
を
促
す
蛋
白
質

が
出
さ
れ
、
神
経
線
維
が
成
長
し
、
さ
ら
に
患
部

が
か
ゆ
く
な
り
ま
す
。
セ
マ
フ
ォ
リ
ン
に
は
、
神

経
線
維
の
成
長
を
妨
げ
、
か
ゆ
み
の
サ
イ
ク
ル
を

止
め
る
効
果
が
あ
る
の
で
す
」

研
究
チ
ー
ム
が
注
目
し
た
の
は
、
セ
マ
フ
ォ
リ

ン
3
A
と
い
う
分
子
。
下
写
真
の
よ
う
に
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
を
発
症
し
た
マ
ウ
ス
の
患
部
に
セ

マ
フ
ォ
リ
ン
3
A
を
注
射
す
る
と
炎
症
が
劇
的
に

改
善
し
た
と
い
う
。
患
部
を
顕
微
鏡
で
調
べ
る
と

か
ゆ
み
の
原
因
と
な
る
神
経
線
維
が
減
少
し
て
い

た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
国
民
的
病
気
と
も
い
え
る

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
革
命
的
な
新
薬
の
開
発
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

セ
マ
フ
ォ
リ
ン
の
伝
達
分
子
で

が
ん
の
早
期
発
見
も
可
能
に

五
嶋
教
授
は
さ
ら
に
セ
マ
フ
ォ
リ
ン
を
が
ん
や

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
早
期
発
見
に
役
立
て
る
試

み
も
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
拠
点
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
蛋
白
質
の
翻
訳
後
修
飾
」

の
研
究
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
蛋
白
質
と

は
、
ア
ミ
ノ
酸
が
鎖
状
に
連
な
っ
た
集
合
体
の
こ

と
。
蛋
白
質
形
成
後
、
化
学
的
特
性
や
構
造
体
が

変
換
さ
れ
る
こ
と
を
翻
訳
後
修
飾
と
い
う
。

「
こ
こ
で
着
目
し
た
の
は
セ
マ
フ
ォ
リ
ン
の
伝
達

分
子
C
R
M
P
（
ク
リ
ン
プ
）
で
す
。
C
R
M
P

が
翻
訳
後
修
飾
を
受
け
、
リ
ン
酸
化
す
る
と
シ

グ
ナ
ル
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
が
病
気
状
態
を
示

す
指
標
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
こ
う
い

う
取
組
を
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
と
い
い
ま
す
。

研
究
チ
ー
ム
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
統
合

失
調
症
な
ど
精
神
疾
患
患
者
の
脳
組
織
検
体
に
お

い
て
、
C
R
M
P
が
異
常
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

突
き
止
め
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん
患
者
に
お
い
て

も
C
R
M
P
の
リ
ン
酸
化
修
飾
の
程
度
に
違
い

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
リ
ン
酸
化
し

た
C
R
M
P
を
調
べ
れ
ば
、
既
存
の
検
査
手
法

に
比
べ
、
か
な
り
早
期
の
段
階
で
が
ん
や
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
発
見
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
」

人
間
は
、
体
内
の
60
兆
個
と
い
わ
れ
る
細
胞
が

一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
と
き
健
康
な
状

態
で
い
ら
れ
る
。
こ
の
細
胞
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
原
因
を
探
る
こ
と
が
、
翻
訳
後
修
飾
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
す
る
意
味
と
も
い
え
る
。

「
蛋
白
質
や
神
経
回
路
の
基
礎
的
な
研
究
が
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
精
神
・
神
経
疾
患
の
治
療

や
が
ん
の
早
期
発
見
と
い
っ
た
身
近
な
医
療
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
横
浜
の
地
か
ら
世
界
的
な

大
発
見
が
生
ま
れ
る
日
は
近
い
と
私
は
確
信
し

て
い
ま
す
」

処置前 処置後

セマフォリン3Aがマウスのアトピー性皮膚炎の症状を
改善

セマフォリン3Aは、神経線維の成長をさまたげる。
その結果かゆみがおさえられる

患部をかくと神経を成長させる神経栄養因子が出て、
ますますかゆみが広がっていく

かゆみの悪循環におちいった皮膚の断面 セマフォリン3Aを注射した皮膚の断面
患部をかくことで
神経線維が成長

セマフォリン3A

成長しない

注射かく

細胞

神経栄養因子

神経線維

細胞

表皮 表皮
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Information

平成23年7月7日（木）、総
括責任者・本多常高（横
浜市立大学理事長）の招
集のもと、第2期キックオフ
ミーティングを開催しまし
た。協働企業の方にもご
参加いただき、今後の運
営方針の確認等を行いま
した。

本誌掲載の五嶋教授・高橋教
授らが取り組んでいる『精神神
経疾患』をテーマに開催します。

●日程
平成24年2月10日（金）

●会場
横浜情報文化センター6階 
情文ホール

『プロテオミクスによって
明らかになってきた精神
神経疾患のメカニズム』
※詳細は確定し次第、本拠点ホーム
ページに掲載いたします。
http://www.yokohama-cu.ac.jp/
shincho/

本プロジェクト拠点長・先端医科学研究センター センター長

平野  久

研究推進会議　
平成23年11月24日（木）

プロテオーム医療創薬研究会
（24）	●日程 平成23年6月27日（月）

	 ●演者 Ho Jeong Kwon
	 ［韓国ヒトプロテオーム機構会長］
	 『Small Molecules and Target 

Proteins Targeting Angiogenesis』

（25）	●日程 平成23年8月11日（木）
	 ●演者 稲垣　直之
	 ［奈良先端科学技術大学院大学

准教授］
	 『プロテオミクスと数理解析から見え

てきた神経細胞が極性を獲得する
仕組み』

（26）	●日程 平成23年8月16日（火）
	 ●演者 大西　新
	 ［（独）放射線医学総合研究所研

究員］
	 『統合失調症発症仮説：Maternal 

immune activation原因説のげっ
歯類、霊長類を用いた検証』

第2期キックオフ
ミーティング開催報告

情文ホールにて
第3回公開
シンポジウム開催！

その他開催予定

開催報告

新しい研究拠点
形成を目指して

翻
訳
後
修
飾
の
異
常
が

病
気
の
原
因
に
な
る

か
ら
だ
の
中
に
は
2
万
種
類
以
上
の
蛋
白
質

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
な
機
能
を
も
っ
て
い

ま
す
。
蛋
白
質
は
、
リ
ボ
ソ
ー
ム
と
よ
ば
れ
る
小

器
官
で
合
成
さ
れ
ま
す
が
、
合
成
さ
れ
た
後
、
リ

ン
酸
化
、
ユ
ビ
キ
チ
ン
化
、
糖
鎖
付
加
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
修
飾
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
を
翻
訳
後
修
飾

と
よ
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
蛋
白
質
は
翻
訳
後
修

飾
を
受
け
て
は
じ
め
て
本
来
の
機
能
を
も
つ
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
翻
訳
後
修
飾
が
異
常
に

な
る
と
、
蛋
白
質
が
機
能
し
な
く
な
り
、
そ
れ
が

病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

リ
ン
酸
化
異
常
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
症
、
卵
巣
癌
、

前
立
腺
癌
、胃
潰
瘍
、ユ
ビ
キ
チ
ン
化
異
常
は
乳
癌
、

肺
癌
、
精
子
形
成
異
常
、
ま
た
、
糖
鎖
の
付
加

が
肝
癌
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
翻
訳
後
修
飾
の
異
常
と
疾
患
の
関
係
に

つ
い
て
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の

関
係
を
究
明
す
る
研
究
の
発
展
が
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

最
近
、
質
量
分
析
装
置
な
ど
の
分
析
技
術
が
急

速
に
発
達
し
、
蛋
白
質
の
翻
訳
後
修
飾
を
高
感
度

で
迅
速
に
検
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
翻
訳
後
修
飾
の
機
能
を
解
析
で
き
る
分
子
生

物
学
的
方
法
や
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い
た
方
法
の

発
達
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
蛋
白
質
の
立
体
構
造
を
解
析
す
る
技
術
も
発
展

し
、
立
体
構
造
に
基
づ
く
医
薬
品
の
設
計
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
横
浜
市
立
大
学
で
は
、
3
年
前
に
、

文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
振
興
調
整
費
（
現
在
、

地
域
産
学
官
連
携
科
学
技
術
振
興
事
業
費
に
名
称

変
更
）「
先
端
融
合
領
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
蛋

白
質
の
あ
ら
ゆ
る
翻
訳
後
修
飾
の
異
常
と
疾
患
に

焦
点
を
当
て
、
翻
訳
後
修
飾
の
検
出
法
の
開
発
か

ら
修
飾
異
常
と
疾
患
の
関
係
の
解
明
、
修
飾
異
常

疾
患
診
断
技
術
の
開
発
、
創
薬
ま
で
一
貫
し
て
研

究
で
き
る
「
翻
訳
後
修
飾
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
医
療

研
究
拠
点
の
形
成
」
を
目
指
す
研
究
を
開
始
し
ま

し
た
。
研
究
期
間
を
原
則
10
年
と
す
る
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
3
年
目
に
文
部
科
学
省
の
再

審
査
が
あ
り
、
通
過
し
た
3
分
の
1
の
課
題
だ
け

が
4
年
目
以
降
も
研
究
を
継
続
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
本
学
の
提
案
課
題
は
幸
い
、
継
続

課
題
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
7
年
間
、
研

究
拠
点
形
成
を
目
指
し
て
研
究
を
続
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
竣
工
を
目
指
し
て

新
し
い
研
究
棟
を
建
設

現
在
、
翻
訳
後
修
飾
異
常
を
効
率
的
に
検
出
す

る
質
量
分
析
技
術
の
開
発
、
精
神
疾
患
、
神
経
変

性
疾
患
、
が
ん
、
生
活
習
慣
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
等
に
お
け
る
翻
訳
後
修
飾
異
常
の
検
出
・
同

定
、
同
定
さ
れ
た
翻
訳
後
修
飾
異
常
の
機
能
解
析
、

翻
訳
後
修
飾
異
常
と
疾
患
や
生
理
機
能
と
の
関
係

の
解
明
、
翻
訳
後
修
飾
異
常
蛋
白
質
の
高
次
構
造

の
解
明
に
よ
る
創
薬
基
盤
の
確
立
な
ど
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協
働
機

関
で
あ
る
企
業
か
ら
は
研
究
資
源
の
提
供
な
ど
多

大
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
得
て
い
ま
す
。

拠
点
の
中
心
は
横
浜
市
立
大
学
先
端
医
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
現
在
、
平
成
24
年
度
竣
工

を
目
指
し
て
同
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
研
究
棟
を
建

設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
す

る
7
年
後
ま
で
に
、
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
技
術
や

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
な
ど
翻
訳
後
修
飾
さ
れ
た
蛋

白
質
の
分
析
に
必
要
な
技
術
基
盤
を
擁
し
、
体
系

的
に
翻
訳
後
修
飾
異
常
と
疾
患
の
関
係
を
解
析
で

き
る
他
に
類
の
な
い
一
大
研
究
拠
点
を
つ
く
り
ま

す
。
3
年
目
ま
で
と
同
様
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
に
対
し
、
関
係
の
方
々
の
大
き
な
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


